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●大量生産と大量消費のゆくえ（NPO法人・環境文明２１会報） 

●志士の会 ３５周年記念誌 

 







 

 

 

胸中には伝えたいことを山ほど抱えながら、それをどう表現したも

のかと思いあぐねる内に〆切日に追い込まれ、机に向かったものの、

ペンは動かず…。正直に告白すると、21世紀を無事に迎えることがで

きたら小生の存在は皆さんの記憶から外して貰うことを胸に置いて

参加したのが30周年でした。人生卒業（あの世行き）までに目処をつ

けたい課題を実践・記録するには肩の力を抜いて（時機至るまで娑婆

付き合いを程ほどにサボって）生き直したかったのです。ところが（Ｙ

２Ｋ問題も事無きを得、区切りの新世紀に入り）野良・山仕事、交流研修

館整備（戦前の村役場建屋を貰い受け、人とモノと情報の出会いの場

にしようと）などに精を出しかけていたら、ＮＹ9.11事件勃発。アフガ

ンからイラクへと戦火は及び、落ち着かぬ日々を重ねる内（２度渡航し

かけたのですが事情在って断念）…昨年暮れに足元の五和町に思わぬ

風が吹いて町議会が解散され、選挙に。１６名の定員が１２名に削減さ

れた中で前職９名が公民権停止という異常事態。一群の人達から推さ

れて断り切れずに立候補を決めたのが元旦。投票日２月１日、支出した

費用は２５万円程（過半はカンパ）ながら４９２票、５番目で当選。合併問

題を抱え火中の栗を拾うような役目状況の地方自治最前線に（この 2

ヶ月余、心構えに反して、もう結ぶまいとしていたネクタイに、幾度気

の進まぬ手を伸ばしたことか）。 

告白一転、報酬（手取り 18万円/月程）を得る身になりながら前回

同様特別待遇に甘えて今回も参加するのは、風の吹き回しで皆さんの

中にも“帰農”（晴耕雨読＋才能の地域還元）を心掛ける人もおるやも

知れず、多少なりともお役に立つならそれがお返しになろうかと…、

借りを作った方が天草にも足が向き易くなろうかと…。“農力”ある持

続可能性社会への道のり、遥かと思えばこそ。 勝手御免！ 

 

20０４年５月 志士の会３５周年記念誌への近況報告         
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